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ロンドン大学のアーキビスト課程で奮闘中

今年のイギリスは例年にない寒さだとかで、

ロンド ンも24年ぶりに11月に雪が積もるという

事態に見舞われました。私の住んでいる大学の

寮の部屋は備え付けのセントラルヒーティング

がマイルドすぎて殆ど役に立たず、追加の電気

代をとられることを承知のうえでもう一方のヒー

ターをも使用し、更にひざ掛けにくるまって勉

強しています。

日本史を学んだのみで、文書館へ勤めた経験

がないにもかかわらず、イギリスで史料管理学

を学ぶという無鉄砲な計画をたて、ロンドンへ

来てしまいました。

University College Londonの School of 

Library， Archive and Information Studies 

(図書館文書館情報学大学院)に籍をおき、

MA in Overseas Records Management and 

Archi ve Administra tion C国際記録管理史料管

理修士課程)を専攻しているというのが現在の

私の立場です。どれもこれも余りに長いので通

常は UCL、SLAIS、ORMAAと略されていま

す。何だか妙ですが、便宜上、以下この表記で

通したいと思います。

このコースには1986年に国立史料館の安藤正

人民が籍を置かれ、既に多くを紹介されていま

すので C~ア ーキビスト J 13号など)、重複を避

けつつ、今年から大幅に変わったというカリキュ

ラムについてお伝えしたいと思います。

( 1 )教科

コース編成は以下のようになっています。

0 オートメーション入門

1 文書館運営

2 レコードマネジメン卜

3 検索手段作成

4 ガイド作成

5 行政史及び史料学

すべて必修で選択はなく、既に 5月分まで時間

毎に細かく決められています。カリキュラムは、

コースの名前からもわかるようにレコードマネ

三 好祥子

ジメン ト CRM)と史料管理 CAA)とを不可

分のものと考えて、双方を学ばせようという意

図で設計されています。

これは、①アーキ ビス トとして教育されて就

職した人の殆どが現実にはR Mも行なわざるを

得ないということ、②記録のライフサイクルと

いう視点で考えるとき、最終的に質の高いアー

カイブズを得るには、現用段階から将来の評価

を見越してきちんと管理されねばならない、と

いう主に二つの理由に基づいています。従って、

第 1学期は、記録の作成から始めてひたすらR

Mについて学び、第2学期以降A Aについて学

ぶというシステムになっています。

11月末現在、現用段階を終えて半現用、非現

用へと授業の主眼が移ってきました。現用を習っ

ているときは 4人毎のグループに分かれていろ

いろな組織の registryC現用記録管理部、文書

課?)を訪問し、先日は， レコードセンター

(模範的なもの 1件、問題を抱えているもの 1

件)へも見学に行きました。

いずれも見学後に徹底して長所短所が話し合

われ、どのように問題点を解決すればよいかと

いうことを実に具体的に討論します。批判して

終わるのは簡単ですが、「ぐちゃぐちゃで職員

すらどこに何があるのかわかっていないJと皆

がさんざん悪口を言ったと ころも、必ずそこの

長所は伺か、と聞かれ、「ぐ ちゃぐちゃだが、

ともかく記録が移管されてくる」という風に考

えるよう教えられます。これは非常に現実的な

学習方法ではないでしょうか。今後は、評価選

択も見学することになっており、その後待ちに

待った冬休みをはさんで、 A Aの分野へ入りま

す。

1、 3、4はまだ全く手っかずですので何と

もいえませんが、ノfブリγ クレコードオ フィ ス

で、の検索手段作成実習が中心になるということ

です。

以上の大きな流れの授業は HomeStudents 

と呼ばれるイギリス入学生たちと一緒ですが、
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他方で実際に扱う史料は彼らと ORMAAでは

異なるため、分かれての授業があります。 5の

科目です。

基本的に ORMAAは英連邦の学生を対象に

設計されていますから、行政史は大英帝国の植

民地支配の話でした。先生方は私のことを気に

かけて下さり、代わりに他所で日本の行政史を

学んではどうかと提案して下さいましたが、近

代外交史を専攻していた私にとってはむしろイ

ギリスの対外政策がうかがわれて、興味深いも

のでした。

史料学は、イギリス所在の自国関係文書を把

握するとともに、オーラルヒストリーや映像記

録、 写真の目録といった分野も議論されていま

す。

0のコンビュータ一入門ですが、これは図書

館学・情報学の学生も一緒の講義です。ただ、

コンビューターの専門的な話ばかりでちんぷん

かんぷん、現実の応用の話も図書館の話が少し

出る程度で、正直なところアーキヴィストに役

に立つという感じではありません。そして唯一

成績評価されない科目ということもあって、エッ

セーに少しでも時聞をかけたい私達としてはつ

いついさぼりがちです…。具体的に RMやAA

でのコンビュータ一利用の可能性などを探って

もらえばもっと興味を持てると思うのですが。

コンビューターに関しては、特に現用から半

現用段階では普及していますから、見学の折な

ど素晴らしい検索システムを見て感動したりし

ますが、結局のところ、マニュアル段階での記

録が整理・管理されていなければ、コンビュー

ターの導入も用をなさないということも改めて

考えさせられました。見学に行った 2件のレコー

ドセンターで、 一方は「整理の済んだものはす

べて入力されている」と胸を張っていましたが、

問題は整理されていない記録の山でしたし、他

方のレコードセンターでは「マニュアルが作動

しているからコンビューターはいらないのだ」

と胸を張っていました。

以上の他に不定期に Seminaron Home Situa 

tlOnsとして、自国の状況を話し合い、各の問

題を具体的に解決することをめざすセミナーが
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ORMAAの学生対象に聞かれます。理論だけ

学んで帰国しでもしばしば役に立たないという

問題をふまえて、基本の RMやAAをふまえ

たうえで解決策が練られます。

非常にインフォーマルなものですが、実は私

はこれが一番肩身が狭心何の職場経験もない

ことが、私の理解だけでなく、日本の事情を理

解してもらううえでもネックとなっています。

はじめに各自の勤務先を中心に文書館事情を紹

介しあったのですが、私は昨年夏の史料管理学

研修会の際集めたパンフレットを回覧し、国・

県・市レベルでの事情を報告しましたが、形だ

けの報告となってしまい、とても残念でした。

さて、成績評価は、 0とセミナーを除き、す

べてエッセーでなされます。これは語学にハン

ディのある留学生の立場を考慮して、今年から

試験がすべて廃止されたためです。とはいって

も楽になるということは全くなく、恒常的に 1

-2本のエッセーを抱えている状態ですので、

年度末は多少楽でしょうが、今は慢性の睡眠不

足のうえ気の休まる暇がありません。寮の友人

たちに同情されつつ週末も部屋にこもっていま

す。

エッセーのテーマは非常に現実的に設定され

ます。 RMでは将来現実にぶつかると思われ

る問題をとくという形ですし、行政史では現実

に手にする自国史料の背景を理解するために植

民省などの組織の変遺をまとめるよう設定され
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ました。物理的に大変でも、必ず、役に立っと思 ( ) 

えるので、学生のやる気もおきるというもので

す。特に 5のエッセーの蓄積で、毎年多くの留

学生を出しているアフリカ諸国やマレーシア関

係史料の所在などが明らかになってきており、

いずれまとめて出版できるとよいが、というサー

ストン先生のお話もありました。

(2 )スタッフ

講師陣は、特に RMの科目で毎回様々な職

場からレコードマネージャー等が講義にみえま

すが、それらのアレンジも含めてアーカイヴズ

の学生全体の責任者はエリザベス・シェパード

先生という若い女性です。エセックス州立文書
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館などで働いた経験を持ち、昨年から SLAIS

へ移りました。彼女自身このコースの出身で、

コースを現場のニーズに対応させることに貢献

しています。 RMの言論の講義やエッセーの

評価など、とても忙しそうです。他には、

SLAIS全体の留学生担当者、及び史料学担当

としてジョン・マキルウェイン先生、 ORMA

Aの責任者としてアン・サーストン先生となっ

ています。後者お二人は既に日本でもお馴染み

の方々だと思います。

さて、サーストン先生はアフリカをとびまわっ

て忙しすぎるため、もともとウエールズ大学で

教えていて今年からロンドンに移られたクレア・

ライダー先生が代わりに面倒をみて下さってい

ます。ライダー先生も若い女性で、 話 し方もと

ても気さくで、シェパード先生ともども、私に

とっては何かと話しやすくて助かっています。

現在はライダー先生にはあまり会いませんが、

来学期以降は殆どの授業を受けもたれるようで

す。

他には、ホームステューデント向けの史料学

を担当されているジェイン・セイヤーズ先生、

オートメーションt旦当のアンドリュー・ドーソ

ン先生、マネージメント一般担当のへレン・ブッ

チャー先生、フ ァイルの表題の統ーについて講

義されているアイア・マキルウェイン先生が S

LAISの専任で私達になじみのある方々ですが、

顔触れから受ける印象は RMを始めとして、

記録にとどま らなし¥組織運営・ 管理にまで目

をむけた教育、という感じです。少な くともシェ

ノfード先生は昨年、ライダー先生とドーソン先

生は今年からの就任で、 この1、 2年でイギリ

スでもだいぶアーキヴィスト教育は変わりつつ

あるのかもしれないと思います。 (確たる根拠

があるわけではありませんので、 念のため。)

( 3 )友人たち

現在 ORMAAに在籍しているのは、ガーナ

人男性4人(アニング、アド、アルフェウス、

クレメント)、マレーシア人女性3人 (マハニ、

ノル、 マー ガレット)、タンザニア女性 1人

(エ リザベス)と手ムです。アニング、アルフェ
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ウス、マハニ、ノルはそれぞれ国立公文書館勤

務、マーガレットはサパ介|立文書館勤務、アド

とクレメントは政府のマネジメント・サービス

部に属し、 RMを扱っています。 エリザベス

は会計検査官及び会計士の試験を扱う組織で働

いており、現用記録を扱う立場です。彼女は一

学期の予定で派遣されてきており、それを延ば

そうと、今試みています。

このように年令も経験も英語も大先輩の人々

に固まれ、私はスクールガールと言われてかわ

いがられているという情けない状況です。セミ

ナーの折など議論が白熱してくると、特に男性

4人はいっせいに勝手に主張を始めるので、私

は呆然となってしまいますが、授業のあと一人

をつかまえて「さっ きは何を話 していたのか」

と聞くと丁寧に教えてくれて、「ガーナ人はしゃ

べりすぎる」と自分で笑って私をなぐさめてく

れます。皆とても親切で、何の貢献もできない

自分がもどかしいです。

はじめは少し距離のあったホームステューデ

ントたちとも徐々 に親しくなり、現在クリスマ

スパーティーを計画中です。ホームステューデ

ン卜にもかなり職場経験のある人が多く、折に

ふれて講義の最中にもそれらの経験にもとづく

話が披露され、勉強になります。

これら様々な経験にもとづく話を聞く と、万

国共通の問題に気づく反面、 国が違うと具体的

に抱えている問題も違うということも認識され

ます。日本は遅れている、とこちらでも言われ

ましたが、そのひとことで片付け られるのでは

なく、も っと日本が他の国と違う点、それゆえ

の問題点や逆に長所は何かとい うことを伝えら

れればと思います。エリザベスのように、現場

で問題を抱えた人が短期間でも参加するのは大

歓迎とのことで、他にも3週間だけインドのビ

ジネスアーキ ヴィス 卜も来ています。日本から

の参加者も増えることをねがいつつ、筆をおく

ことにします。

(※三好さんはお茶の水女子大学大学院修士課程修

了後、1年間にわたりucuこ留学中です。)

13 




